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文
部
科
学
省

○

令
第
三
号

厚
生
労
働
省

公
認
心
理
師
法
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
七
条
第
一
号
及
び
第
二
号
、
第
二
十
七
条
、
第
二
十
八
条
、
第
三

十
九
条
並
び
に
第
四
十
五
条
並
び
に
同
法
附
則
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
認
心
理
師
法
施
行
規
則
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
九
月
十
五
日

文
部
科
学
大
臣

林

芳
正

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

公
認
心
理
師
法
施
行
規
則

（
大
学
に
お
け
る
公
認
心
理
師
と
な
る
た
め
に
必
要
な
科
目
）

第
一
条

公
認
心
理
師
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
一
号
及
び
第
二
号
の
大
学
に
お
け
る
公
認
心
理
師
と
な
る
た

め
に
必
要
な
科
目
と
し
て
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

公
認
心
理
師
の
職
責



二
頁

二

心
理
学
概
論

三

臨
床
心
理
学
概
論

四

心
理
学
研
究
法

五

心
理
学
統
計
法

六

心
理
学
実
験

七

知
覚
・
認
知
心
理
学

八

学
習
・
言
語
心
理
学

九

感
情
・
人
格
心
理
学

十

神
経
・
生
理
心
理
学

十
一

社
会
・
集
団
・
家
族
心
理
学

十
二

発
達
心
理
学

十
三

障
害
者
・
障
害
児
心
理
学

十
四

心
理
的
ア
セ
ス
メ
ン
ト



三
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十
五

心
理
学
的
支
援
法

十
六

健
康
・
医
療
心
理
学

十
七

福
祉
心
理
学

十
八

教
育
・
学
校
心
理
学

十
九

司
法
・
犯
罪
心
理
学

二
十

産
業
・
組
織
心
理
学

二
十
一

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
疾
病

二
十
二

精
神
疾
患
と
そ
の
治
療

二
十
三

関
係
行
政
論

二
十
四

心
理
演
習

二
十
五

心
理
実
習
（
実
習
の
時
間
が
八
十
時
間
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）

（
大
学
院
に
お
け
る
公
認
心
理
師
と
な
る
た
め
に
必
要
な
科
目
）

第
二
条

法
第
七
条
第
一
号
の
大
学
院
に
お
け
る
公
認
心
理
師
と
な
る
た
め
に
必
要
な
科
目
と
し
て
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
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働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

保
健
医
療
分
野
に
関
す
る
理
論
と
支
援
の
展
開

二

福
祉
分
野
に
関
す
る
理
論
と
支
援
の
展
開

三

教
育
分
野
に
関
す
る
理
論
と
支
援
の
展
開

四

司
法
・
犯
罪
分
野
に
関
す
る
理
論
と
支
援
の
展
開

五

産
業
・
労
働
分
野
に
関
す
る
理
論
と
支
援
の
展
開

六

心
理
的
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
理
論
と
実
践

七

心
理
支
援
に
関
す
る
理
論
と
実
践

八

家
族
関
係
・
集
団
・
地
域
社
会
に
お
け
る
心
理
支
援
に
関
す
る
理
論
と
実
践

九

心
の
健
康
教
育
に
関
す
る
理
論
と
実
践

十

心
理
実
践
実
習
（
実
習
の
時
間
が
四
百
五
十
時
間
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）

（
実
習
演
習
科
目
）

第
三
条

第
一
条
第
二
十
四
号
及
び
第
二
十
五
号
並
び
に
前
条
第
十
号
の
科
目
を
教
授
す
る
教
員
（
以
下
「
実
習
演
習
担
当
教



五
頁

員
」
と
い
う
。
）
は
、
公
認
心
理
師
の
資
格
を
取
得
し
た
後
、
法
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
行
為
の
業
務
に
五
年
以
上
従
事
し

た
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
実
習
演
習
担
当
教
員
を
養
成
す
る
た
め
に
行
う
講
習
会
で
あ
っ
て
文
部
科
学
大
臣

及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
基
準
を
満
た
す
も
の
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け

出
ら
れ
た
も
の
を
修
了
し
た
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

実
習
演
習
担
当
教
員
の
員
数
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
科
目
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
員
数
以
上

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

心
理
演
習
又
は
心
理
実
習

学
生
（
生
徒
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
十
五
人
に
つ
き
一
人

二

心
理
実
践
実
習

学
生
五
人
に
つ
き
一
人

３

心
理
実
習
又
は
心
理
実
践
実
習
は
、
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
施
設
の
う
ち
、
心
理
実
習
又
は

心
理
実
践
実
習
を
行
う
の
に
適
当
な
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
実
習
施
設
」
と
い
う
。
）
を
利
用
し
て
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

４

実
習
指
導
者
（
実
習
施
設
に
お
い
て
心
理
実
習
又
は
心
理
実
践
実
習
を
指
導
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
公
認

心
理
師
の
資
格
を
取
得
し
た
後
、
法
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
行
為
の
業
務
に
五
年
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
っ
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て
、
か
つ
、
実
習
指
導
者
を
養
成
す
る
た
め
に
行
う
講
習
会
で
あ
っ
て
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る

基
準
を
満
た
す
も
の
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
ら
れ
た
も
の
を
修
了
し
た
者
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

一
の
実
習
施
設
に
お
け
る
心
理
実
習
又
は
心
理
実
践
実
習
に
つ
い
て
指
導
を
行
う
実
習
指
導
者
の
数
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
科
目
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
数
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

心
理
実
習

同
時
に
指
導
を
行
う
学
生
十
五
人
に
つ
き
一
人

二

心
理
実
践
実
習

同
時
に
指
導
を
行
う
学
生
五
人
に
つ
き
一
人

（
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
四
条

法
第
七
条
第
一
号
の
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
附
則
第
八
条
第
一
項
第
一
号

を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
科
目
を
修
め
て
同
法
第
百
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
大
学

院
へ
の
入
学
を
認
め
ら
れ
た
者
で
あ
っ
て
、
同
法
に
よ
る
大
学
院
に
お
い
て
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
科
目
を
修
め
て
そ
の

課
程
を
修
了
し
た
も
の
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二

学
校
教
育
法
に
よ
る
専
修
学
校
の
専
門
課
程
（
学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
百

五
十
五
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
文
部
科
学
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
に
限
る
。
附
則
第
八
条
第
一
項
第
二
号
を
除
き

、
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
科
目
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
あ
っ
て
、
同
法
に
よ
る
大
学
院
に
お

い
て
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
科
目
を
修
め
て
そ
の
課
程
を
修
了
し
た
も
の

２

法
第
七
条
第
二
号
の
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
に
お
い
て
第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
科
目
を
修
め
て
、
同
法
第
百
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

大
学
院
へ
の
入
学
を
認
め
ら
れ
た
者

二

学
校
教
育
法
に
よ
る
専
修
学
校
の
専
門
課
程
に
お
い
て
第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
科
目
を
修
め
て
卒
業
し
た
者

（
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
）

第
五
条

法
第
七
条
第
二
号
の
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
で
あ
っ
て
、
同
条
第

一
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
科
目
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
さ
せ
る
も
の
と

し
て
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
も
の
と
す
る
。

一

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学
校
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二

裁
判
所
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
九
号
）
に
規
定
す
る
裁
判
所

三

地
域
保
健
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）
に
規
定
す
る
保
健
所
又
は
市
町
村
保
健
セ
ン
タ
ー

四

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
に
規
定
す
る
障
害
児
通
所
支
援
事
業
若
し
く
は
障
害
児
相
談
支

援
事
業
を
行
う
施
設
、
児
童
福
祉
施
設
又
は
児
童
相
談
所

五

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
に
規
定
す
る
病
院
又
は
診
療
所

六

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
に
規
定
す
る
精
神
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー

七

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
に
規
定
す
る
救
護
施
設
又
は
更
生
施
設

八

社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
に
規
定
す
る
福
祉
に
関
す
る
事
務
所
又
は
市
町
村
社
会
福
祉
協
議

会
九

売
春
防
止
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
十
八
号
）
に
規
定
す
る
婦
人
相
談
所
又
は
婦
人
保
護
施
設

十

知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
更
生
相
談
所

十
一

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
に
規
定
す
る
広
域
障
害
者
職
業
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セ
ン
タ
ー
、
地
域
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
又
は
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

十
二

老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
に
規
定
す
る
老
人
福
祉
施
設

十
三

青
少
年
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
に
規
定
す
る
無
業
青
少
年
の
職
業

生
活
に
お
け
る
自
立
を
支
援
す
る
た
め
の
施
設

十
四

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
に
規
定
す
る
労
働
者
に
対
す
る
健
康
教
育
及
び
健
康
相
談

そ
の
他
労
働
者
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
施
設

十
五

更
生
保
護
事
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
に
規
定
す
る
更
生
保
護
施
設

十
六

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
（
平
成
九

年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
に
規
定
す
る
介
護
療
養
型
医
療
施
設
又
は
介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
介
護
老
人
保
健
施
設
若
し

く
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

十
七

法
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
三
号
）
に
規
定
す
る
刑
務
所
、
少
年
刑
務
所
、
拘
置
所
、
少
年
院
、
少

年
鑑
別
所
、
婦
人
補
導
院
若
し
く
は
入
国
者
収
容
所
又
は
地
方
更
生
保
護
委
員
会
若
し
く
は
保
護
観
察
所
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十
八

厚
生
労
働
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
二
号
）
に
規
定
す
る
国
立
児
童
自
立
支
援
施
設

十
九

ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
の
支
援
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
号
）
に
規
定
す
る
ホ
ー
ム
レ
ス

自
立
支
援
事
業
を
行
う
施
設

二
十

独
立
行
政
法
人
国
立
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
に
規
定
す

る
独
立
行
政
法
人
国
立
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園

二
十
一

発
達
障
害
者
支
援
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
に
規
定
す
る
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

二
十
二

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）

に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
一
般
相
談
支
援
事
業
若
し
く
は
特
定
相
談
支
援
事
業
を
行
う
施
設
、
基
幹
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
支
援
施
設
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
又
は
福
祉
ホ
ー
ム

二
十
三

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七

十
七
号
）
に
規
定
す
る
認
定
こ
ど
も
園

二
十
四

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
七
十
一
号
）
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー



一
一
頁

二
十
五

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
に
規
定
す
る
地
域
型
保
育
事
業
を
行
う
施
設

二
十
六

前
各
号
に
掲
げ
る
施
設
に
準
ず
る
施
設
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
施
設

（
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
）

第
六
条

法
第
七
条
第
二
号
の
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
二
年
と
す
る
。

（
試
験
施
行
期
日
等
の
公
告
）

第
七
条

公
認
心
理
師
試
験
を
施
行
す
る
期
日
、
場
所
そ
の
他
公
認
心
理
師
試
験
の
実
施
に
必
要
な
事
項
は
、
文
部
科
学
大
臣

及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
あ
ら
か
じ
め
、
官
報
で
公
告
す
る
。

（
公
認
心
理
師
試
験
の
方
法
）

第
八
条

公
認
心
理
師
試
験
は
、
筆
記
の
方
法
に
よ
り
行
う
。

（
公
認
心
理
師
試
験
の
受
験
手
続
）

第
九
条

公
認
心
理
師
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
一
に
よ
る
公
認
心
理
師
試
験
受
験
申
込
書
を
文
部
科
学
大
臣

及
び
厚
生
労
働
大
臣
（
法
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
試
験
機
関
が
公
認
心
理
師
試
験
の
実
施
に
関
す
る
事
務
を
行
う

場
合
に
あ
っ
て
は
、
指
定
試
験
機
関
。
第
十
一
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



一
二
頁

２

前
項
の
公
認
心
理
師
試
験
受
験
申
込
書
に
は
、
法
第
七
条
各
号
又
は
法
附
則
第
二
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
受
験
手
数
料
の
納
付
）

第
十
条

法
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
受
験
手
数
料
は
、
国
に
納
付
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
認

心
理
師
試
験
受
験
申
込
書
に
当
該
受
験
手
数
料
の
額
に
相
当
す
る
額
の
収
入
印
紙
を
貼
る
こ
と
に
よ
り
、
法
第
十
条
第
一
項

に
規
定
す
る
指
定
試
験
機
関
に
納
付
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
試
験
事
務
規
程
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
合
格
証
書
の
交
付
）

第
十
一
条

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
公
認
心
理
師
試
験
に
合
格
し
た
者
に
は
、
合
格
証
書
を
交
付
す
る
。

（
登
録
事
項
）

第
十
二
条

法
第
二
十
八
条
の
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

登
録
番
号
及
び
登
録
年
月
日

二

本
籍
地
都
道
府
県
名
（
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
国
籍
）



一
三
頁

三

公
認
心
理
師
試
験
に
合
格
し
た
年
月

（
登
録
の
申
請
）

第
十
三
条

公
認
心
理
師
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
に
よ
る
公
認
心
理
師
登
録
申
請
書
に
戸
籍
の
謄
本
若

し
く
は
抄
本
又
は
住
民
票
の
写
し
（
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
七
条
第
五
号
に
掲
げ
る
事

項
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
中
長
期
在
留
者

（
第
十
五
条
に
お
い
て
「
中
長
期
在
留
者
」
と
い
う
。
）
及
び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た

者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）
に
定
め
る
特
別
永
住
者
（
第
十
五
条
に
お
い
て
「

特
別
永
住
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
）
を
記
載
し
た
も

の
に
限
る
。
第
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
十
九
条
の
三
各
号
に
掲
げ
る
者
に

つ
い
て
は
、
旅
券
そ
の
他
の
身
分
を
証
す
る
書
類
の
写
し
。
第
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
添
え
て
、
こ
れ
を
文

部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
）

第
十
四
条

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
条
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
公
認
心
理
師
登
録
申
請
書
の
記
載
事



一
四
頁

項
を
審
査
し
、
当
該
申
請
者
が
公
認
心
理
師
と
な
る
資
格
を
有
す
る
と
認
め
た
と
き
は
、
公
認
心
理
師
登
録
簿
に
登
録
し
、

か
つ
、
当
該
申
請
者
に
公
認
心
理
師
登
録
証
を
交
付
す
る
。

２

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
審
査
の
結
果
、
当
該
申
請
者
が
公
認
心
理
師
と
な
る
資
格
を
有
し
な
い

と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
理
由
を
付
し
、
公
認
心
理
師
登
録
申
請
書
を
当
該
申
請
者
に
返
却
す
る
。

（
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
）

第
十
五
条

公
認
心
理
師
は
、
登
録
を
受
け
た
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
様
式
第
三
に
よ
る
登
録
事
項
変
更
届
出
書
に

戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
（
中
長
期
在
留
者
及
び
特
別
永
住
者
に
つ
い
て
は
住
民
票
の
写
し
（
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の

四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
を
記
載
し
た
も
の
に
限
る
。
）
及
び
当
該
変
更
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
と
し
、
出
入

国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
十
九
条
の
三
各
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
旅
券
そ
の
他
の
身
分
を
証
す
る
書
類
の
写
し
及
び

当
該
変
更
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
と
す
る
。
）
を
添
え
て
、
こ
れ
を
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
認
心
理
師
登
録
証
再
交
付
の
申
請
等
）

第
十
六
条

公
認
心
理
師
は
、
公
認
心
理
師
登
録
証
を
汚
損
し
、
又
は
失
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
様
式
第
四
に
よ
る
登
録



一
五
頁

証
再
交
付
申
請
書
及
び
戸
籍
の
謄
本
若
し
く
は
抄
本
又
は
住
民
票
の
写
し
を
、
汚
損
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
公
認
心

理
師
登
録
証
を
添
え
、
こ
れ
を
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

公
認
心
理
師
は
、
前
項
の
申
請
を
し
た
後
、
失
っ
た
公
認
心
理
師
登
録
証
を
発
見
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
こ
れ
を
文
部

科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
変
更
登
録
等
の
手
数
料
の
納
付
）

第
十
七
条

国
に
納
付
す
る
法
第
三
十
五
条
に
規
定
す
る
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
第
十
五
条
に
規
定
す
る
登
録
事
項
変
更
届
出

書
又
は
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
証
再
交
付
申
請
書
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
手
数
料
の
額
に
相
当
す
る
額
の
収
入
印
紙
を

貼
る
こ
と
に
よ
り
、
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
登
録
機
関
に
納
付
す
る
法
第
三
十
五
条
及
び
法
第
三
十
七
条

第
二
項
に
規
定
す
る
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定

す
る
登
録
事
務
規
程
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
さ
れ
た
手
数
料
は
、
こ
れ
を
返
還
し
な
い
。

（
死
亡
等
の
届
出
）

第
十
八
条

公
認
心
理
師
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
公
認
心
理
師
又
は
戸
籍
法
（
昭
和
二
十



一
六
頁

二
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
に
規
定
す
る
届
出
義
務
者
若
し
く
は
法
定
代
理
人
は
、
遅
滞
な
く
、
公
認
心
理
師
登
録
証
を

添
え
、
そ
の
旨
を
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

死
亡
し
、
又
は
失
踪
の
宣
告
を
受
け
た
場
合

二

法
第
三
条
各
号
（
第
四
号
を
除
く
。
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
場
合

（
登
録
の
取
消
し
の
通
知
等
）

第
十
九
条

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
認
心
理
師
の
登

録
を
取
り
消
し
、
又
は
公
認
心
理
師
の
名
称
及
び
心
理
師
と
い
う
文
字
の
使
用
の
停
止
を
命
じ
た
と
き
は
、
理
由
を
付
し
、

そ
の
旨
を
登
録
の
取
消
し
又
は
公
認
心
理
師
の
名
称
及
び
心
理
師
と
い
う
文
字
の
使
用
の
停
止
の
処
分
を
受
け
た
者
に
通
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
認
心
理
師
の
登
録
を
取
り
消
さ
れ
た
者
は
、
前
項
の
通
知
を
受
け

た
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
内
に
、
公
認
心
理
師
登
録
証
を
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
登
録
簿
の
登
録
の
訂
正
等
）



一
七
頁

第
二
十
条

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
十
五
条
若
し
く
は
第
十
八
条
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
又
は
法
第
三
十

二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
認
心
理
師
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
公
認
心
理
師
の
名
称
及
び
心
理
師

と
い
う
文
字
の
使
用
の
停
止
を
命
じ
た
と
き
は
、
公
認
心
理
師
登
録
簿
の
当
該
公
認
心
理
師
に
関
す
る
登
録
を
訂
正
し
、
若

し
く
は
消
除
し
、
又
は
当
該
公
認
心
理
師
の
名
称
及
び
当
該
心
理
師
と
い
う
文
字
の
使
用
の
停
止
を
し
た
旨
を
公
認
心
理
師

登
録
簿
に
記
載
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
登
録
の
訂
正
若
し
く
は
消
除
又
は
当
該
公
認
心
理
師
の
名
称
及
び
当
該
心
理
師

と
い
う
文
字
の
使
用
の
停
止
の
理
由
並
び
に
そ
の
年
月
日
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

（
規
定
の
適
用
）

第
二
十
一
条

法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
登
録
機
関
が
公
認
心
理
師
の
登
録
の
実
施
に
関
す
る
事
務
を
行
う
場

合
に
お
け
る
第
十
三
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
、
第
十
八
条
（
同
条
第
二
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
、
第
十
九
条
第
二

項
及
び
前
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
法

第
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
登
録
機
関
」
と
、
前
条
中
「
法
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
」
と

、
「
停
止
を
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
停
止
が
あ
っ
た
」
と
す
る
。



一
八
頁

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
九
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
法
附
則
第
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
公
認
心
理
師
と
な
る
た
め
に
必
要
な
科
目
）

第
二
条

法
附
則
第
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
公
認
心
理
師
と
な
る
た
め
に
必
要
な
科
目
と
し
て
文
部
科
学
省
令
・

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

保
健
医
療
分
野
に
関
す
る
理
論
と
支
援
の
展
開

二

次
に
掲
げ
る
科
目
の
う
ち
二
科
目

イ

福
祉
分
野
に
関
す
る
理
論
と
支
援
の
展
開

ロ

教
育
分
野
に
関
す
る
理
論
と
支
援
の
展
開

ハ

司
法
・
犯
罪
分
野
に
関
す
る
理
論
と
支
援
の
展
開

ニ

産
業
・
労
働
分
野
に
関
す
る
理
論
と
支
援
の
展
開

三

次
に
掲
げ
る
科
目
の
う
ち
二
科
目



一
九
頁

イ

心
理
的
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
理
論
と
実
践

ロ

心
理
支
援
に
関
す
る
理
論
と
実
践

ハ

家
族
関
係
・
集
団
・
地
域
社
会
に
お
け
る
心
理
支
援
に
関
す
る
理
論
と
実
践

ニ

心
の
健
康
教
育
に
関
す
る
理
論
と
実
践

四

心
理
実
践
実
習

（
法
附
則
第
二
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
の
公
認
心
理
師
と
な
る
た
め
に
必
要
な
科
目
）

第
三
条

法
附
則
第
二
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
の
公
認
心
理
師
と
な
る
た
め
に
必
要
な
科
目
と
し
て
文
部
科
学
省
令
・

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
科
目
の
う
ち
三
科
目

イ

心
理
学
概
論

ロ

臨
床
心
理
学
概
論

ハ

心
理
学
研
究
法

ニ

心
理
学
統
計
法



二
〇
頁

ホ

心
理
学
実
験

二

次
に
掲
げ
る
科
目
の
う
ち
四
科
目

イ

知
覚
・
認
知
心
理
学

ロ

学
習
・
言
語
心
理
学

ハ

感
情
・
人
格
心
理
学

ニ

神
経
・
生
理
心
理
学

ホ

社
会
・
集
団
・
家
族
心
理
学

ヘ

発
達
心
理
学

ト

障
害
者
・
障
害
児
心
理
学

三

次
に
掲
げ
る
科
目
の
う
ち
二
科
目

イ

心
理
的
ア
セ
ス
メ
ン
ト

ロ

心
理
学
的
支
援
法

ハ

心
理
演
習



二
一
頁

ニ

心
理
実
習

四

次
に
掲
げ
る
科
目
の
う
ち
二
科
目

イ

健
康
・
医
療
心
理
学

ロ

福
祉
心
理
学

ハ

教
育
・
学
校
心
理
学

ニ

司
法
・
犯
罪
心
理
学

ホ

産
業
・
組
織
心
理
学

五

次
に
掲
げ
る
科
目
（
前
号
の
二
科
目
の
う
ち
一
科
目
が
同
号
イ
に
掲
げ
る
科
目
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
ロ
又
は
ハ

に
掲
げ
る
科
目
）
の
う
ち
一
科
目

イ

健
康
・
医
療
心
理
学

ロ

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
疾
病

ハ

精
神
疾
患
と
そ
の
治
療

（
受
験
資
格
の
特
例
）



二
二
頁

第
四
条

法
附
則
第
二
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
の
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

一

平
成
二
十
九
年
九
月
十
五
日
よ
り
前
に
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
に
入
学
し
た
者
で
あ
っ
て
、
当
該
大
学
に
お
い
て
前

条
に
定
め
る
科
目
を
修
め
て
同
法
第
百
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
大
学
院
へ
の
入
学
を
認
め
ら
れ
た
も
の

二

平
成
二
十
九
年
九
月
十
五
日
よ
り
前
に
学
校
教
育
法
に
よ
る
専
修
学
校
の
専
門
課
程
に
お
い
て
文
部
科
学
大
臣
が
定
め

る
日
以
後
に
前
条
に
定
め
る
科
目
を
修
め
て
卒
業
し
た
者

第
五
条

法
附
則
第
二
条
第
二
項
の
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
条
に
定
め
る
施
設
で
適
法
に
法
第

二
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
を
業
と
し
て
行
っ
て
い
た
者
で
あ
っ
て
、
平
成
二
十
九
年
九
月
十
五
日
に
お

い
て
当
該
業
務
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の
と
す
る
。

第
六
条

法
附
則
第
二
条
第
二
項
第
二
号
の
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
施
設

と
す
る
。

一

第
五
条
第
一
号
か
ら
第
二
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
施
設

二

前
号
に
定
め
る
施
設
に
準
ず
る
施
設
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
施
設



二
三
頁

第
七
条

平
成
三
十
四
年
九
月
十
四
日
ま
で
は
、
第
九
条
第
二
項
中
「
法
第
七
条
各
号
又
は
法
附
則
第
二
条
第
一
項
各
号
」
と

あ
る
の
は
、
「
法
第
七
条
各
号
、
法
附
則
第
二
条
第
一
項
各
号
又
は
同
条
第
二
項
」
と
す
る
。

（
実
習
演
習
担
当
教
員
及
び
実
習
指
導
者
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
八
条

実
習
演
習
担
当
教
員
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
者
を
実
習
演
習
担
当
教
員
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
大
学
院
及
び
短
期
大
学
を
含
む
。
）
に
お
い
て
、
教
授
、
准
教
授
、
講
師
又
は
助
教
と
し

て
、
心
理
分
野
の
教
育
に
係
る
実
習
又
は
演
習
の
教
授
に
関
し
三
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
者

二

学
校
教
育
法
に
よ
る
専
修
学
校
の
専
門
課
程
の
専
任
教
員
と
し
て
、
心
理
分
野
の
教
育
に
係
る
実
習
又
は
演
習
の
教
授

に
関
し
三
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
者

２

実
習
指
導
者
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
法
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
行
為
の
業

務
に
五
年
以
上
従
事
し
、
又
は
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち
、
第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
科
目
を
開
設
す
る
学
校
教
育

法
に
よ
る
大
学
若
し
く
は
専
修
学
校
の
専
門
課
程
又
は
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
科
目
を
開
設
す
る
同
法
に
よ
る
大
学
院
が
適

当
と
認
め
る
者
を
実
習
指
導
者
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



二
四
頁

（
文
部
科
学
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
よ
り
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利

用
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条

文
部
科
学
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
よ
り
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術

の
利
用
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
七
年
文
部
科
学
省
令
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
に
次
の
項
を
加
え
る
。

公
認
心
理
師
法
（
平
成
二
十
七

第
十
七
条
（
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

年
法
律
第
六
十
八
号
）

（
厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の

利
用
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条

厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技

術
の
利
用
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
表
一
に
次
の
項
を
加
え
る
。

公
認
心
理
師
法
（
平
成
二
十
七

第
十
七
条
（
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る



二
五
頁

年
法
律
第
六
十
八
号
）

帳
簿
の
備
付
け
及
び
保
存



年 月 日

-

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

□ 第 回

上記により、公認心理師試験を受験したいので申し込みます。

年 月 日

印

□　実務経験
　（５年以上）
　＋講習会

都　道
府　県

受
験
資
格

（
裏
面
を
参
照
の
こ
と

。

）

勤 務 先 名
（ 実 務 経 験 ）

職
種

従
業
期
間

　　　年　　　月～　　　年　　　月

　　　年　　　月～　　　年　　　月

　　　年　　　月～　　　年　　　月

□　第４号

□　第３号

勤 務 先 名
（ 実 務 経 験 ）

修 了 年 月

卒 業 年 月

様 式 第 一  （ 第 ９ 条 関 係 ）

殿

氏 名

収 入 印 紙
（ 消 印 し な い こ と 。 ） 　　   公 認 心 理 師 試 験 受 験 申 込 書

受 験 資 格 に 係 る 証 明 書
に 代 わ る 受 験 票 の 提 出

提 出 す る 受 験 票 の
受 験 番 号

□　有　　　　　　　　　　　　　　□　無身 体 に 障 害 の あ る 者 等 の 受 験 上 の 配 慮 の 有 無

資格該当項目（公認心理師法（以下「法」という。）第７条各号）

資格該当項目（法附則第２条第１項各号）

講 習 会 実 施
機 関 名

修 了 年 月

資格該当項目（法附則第２条第２項）

　　　年　　　月～　　　年　　　月

　　　年　　　月～　　　年　　　月

　　　年　　　月～　　　年　　　月従
業
期
間

職
種

文部科学大臣及び厚生労働大臣が法第７条第１号及び第２号に掲げる者と同等以上の知識及び技能を有すると認定
した者

大 学 等 名

大 学 院 名

大 学 等 名

□　第１号

□　第２号

卒 業 年 月

卒 業 年 月

修 了 年 月

卒 業 年 月

修 了 年 月

（ 表 面 ）

□　第３号

□　第１号

□　第２号 大 学 院 名

大 学 院 名

フ リ ガ ナ

氏 名

郵 便 番 号

フ リ ガ ナ

現 住 所

本 籍 地
（外国籍の場合はその国籍）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　都　道
　　　　　　　　　　　　　　　　　　府　県

※整理番号

職
種

従
業
期
間

　　　年　　　月～　　　年　　　月

　　　年　　　月～　　　年　　　月

　　　年　　　月～　　　年　　　月

文 部 科 学 大 臣

指定試験機関代表者

厚 生 労 働 大 臣

（名）（姓）

性 別

修 了 年 月

生　年　月　日

提出する受験票の
試 験 実 施 回

電 話 番 号

受 験
希 望 地

都　道
府　県

大 学 等 名

大 学 院 名

大 学 等 名

勤 務 先 名
（ 実 務 経 験 ）



連絡先

受験資格及び添付書類一覧

法附則第２条第１項第２号

　　　　３　指定試験機関に申し込む場合には、所定の手続により受験手数料を納付し、収入印紙を貼らないこと。

　　　　２　整理番号欄には、記入しないこと。

備考　１　該当する□は、レと記入すること。

法第７条第１号

法第７条第２号

法附則第２条第１項第１号

・卒業証明書又は学校教育法第102条第２項の規定に
　より大学院への入学を認められた者であることを証明
　する書面
・修了証明書
・科目履修証明書
・卒業証明書又は学校教育法第102条第２項の規定に
　より大学院への入学を認められた者であることを証明
　する書面
・科目履修証明書
・実務経験証明書
・法第７条第１号及び第２号の規定により受験資格がある
　と認められた者と同等以上の知識及び技能を有するこ
　とを証明する書面

大学又は専修学校（大学等）の卒業者又は学校
教育法第102条第２項の規定により大学院への
入学を認められた者で大学院を修了したもの

大学又は専修学校（大学等）の卒業者又は学校
教育法第102条第２項の規定により大学院への
入学を認められた者で２年以上の実務経験を有
するもの

法施行日前に大学院に入学し、法施行日以降に
大学院を修了した者

法施行日前に大学院を修了した者

科
目
履
修
者

　　　　９　用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

　　　　８　氏名については、記名押印又は署名のいずれかにより記載すること。

　　　　７　実務経験証明書にあっては、勤務先の長が、卒業証明書、修了証明書及び科目履修証明書にあっては、学校等の長が、発行したもの
　　　　 　 であること。

（ 裏 面 ）

法附則第２条第１項第３号

区分

法附則第２条第２項
実務経験（５年以上）＋講習会

・実務経験証明書
・講習会修了書

　　　　５　学校教育法第102条第２項の規定により大学院への入学を認められた者は、卒業年月に代えて、同項の規定による大学院への入学年月
　　　　　　を記載すること。

　　　　４　この受験申込書は機械で処理するので、折り曲げたり、汚したりしないこと。申込書の各欄に記入するときには、必ず鉛筆を使用するこ
　　　　　　と。また、文字等の訂正をする場合には、プラスチック消しゴムを使用し、消し残りのないように完全に消すこと。

・修了証明書
・科目履修証明書
・修了証明書
・科目履修証明書
・卒業証明書又は学校教育法第102条第２項の規定に
　より大学院への入学を認められた者であることを証明
　する書面
・修了証明書
・科目履修証明書
・卒業証明書又は学校教育法第102条第２項の規定に
　より大学院への入学を認められた者であることを証明
　する書面
・科目履修証明書
・実務経験証明書

法附則第２条第１項第４号

法第７条第３号

受験資格

法施行の際現に法第２条第１号から第３号までに掲
げる行為を業として行っている者であって、５年以上
の実務経験を有し、かつ、講習会を修了したもの

法施行日前に大学を卒業した者又は学校教育
法第102条第２項の規定により大学院への入学
を認められた者で２年以上の実務経験を有する
もの

法施行日前に大学を卒業した者又は学校教育
法第102条第２項の規定により大学院への入学
を認められた者で、法施行日以降に大学院を修
了したもの

文部科学大臣及び厚生労働大臣が法第７条第１
号及び第２号に掲げる者と同等以上の知識及び
技能を有すると認定した者

添付書類

　　　　６　過去の公認心理師試験の受験票の交付を受けた者については、当該受験票の提出をもって卒業証明書、学校教育法第102条第２項の
　　　　　　規定により大学院への入学を認められた者であることを証明する書面、修了証明書、科目履修証明書、実務経験証明書、法第７条第１号
　　　　　　及び第２号の規定により受験資格があると認められた者と同等以上の知識及び技能を有することを証明する書面及び講習会修了書の提
　　　　　　出に代えることができること。

( 昼 間 等 の 連 絡 先 )

勤 務 先

そ の 他

( 帰省先 等の 連絡 先)
名 称 又 は 氏 名

名 称

受 験 者 と の 関 係

電 話 番 号

電 話 番 号

所 属



様 式 第 二 （ 第 13条 関 係 ）

公 認 心 理 師 登 録 申 請 書
公 認 心 理 師 の 登 録 を 受 け た い の で 、 公 認 心 理 師 法 施 行 規 則 第 1 3条 の 規 定 に よ り 申 請

し ま す 。

（ フ リ ガ ナ ）

氏 名 性 別

生 年 月 日 （ 年 齢 ） 年 月 日 （ 歳 ）

本 籍 地 （ 都 道 府 県 名 ）

現 住 所

試 験 に 合 格 し た 年 月 年 月

試 験 合 格 証 書 番 号

以 下 の 項 目 に 該 当 す る 場 合 に は 、 該 当 す る 項 目 番 号 に ○ 印 を つ け る こ と 。

そ １ 成 年 被 後 見 人 又 は 被 保 佐 人

２ 禁 錮 以 上 の 刑 に 処 せ ら れ 、 そ の 執 行 を 終 わ り 、 又 は 執 行 を 受 け る こ と が な

く な っ た 日 か ら 起 算 し て ２ 年 を 経 過 し な い 者

の ３ 公 認 心 理 師 法 の 規 定 そ の 他 保 健 医 療 、 福 祉 又 は 教 育 に 関 す る 法 律 の 規 定 で

あ っ て 政 令 で 定 め る も の （ 公 認 心 理 師 法 施 行 令 第 １ 条 ） に よ り 、 罰 金 の 刑 に

処 せ ら れ 、 そ の 執 行 を 終 わ り 、 又 は 執 行 を 受 け る こ と が な く な っ た 日 か ら 起

他 算 し て ２ 年 を 経 過 し な い 者

４ 公 認 心 理 師 法 第 3 2条 第 １ 項 又 は 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 登 録 を 取 り 消 さ れ 、 そ

の 取 消 し の 日 か ら 起 算 し て ２ 年 を 経 過 し な い 者

私 は 上 記 の 事 項 に つ い て 、 虚 偽 の 記 載 を せ ず 、 か つ 、 事 実 を 隠 ぺ い し て い な い こ と

を 誓 い ま す 。

年 月 日

文 部 科 学 大 臣

厚 生 労 働 大 臣 殿

指 定 登 録 機 関 代 表 者

氏 名 印

（ 自 署 す る こ と ）

収 入 印 紙

（ 消 印 し な い こ と 。）

又 は 領 収 証 書 を 貼 る こ と 。

備 考

１ こ の 申 請 書 に は 、 所 定 の 登 録 免 許 税 に 相 当 す る 収 入 印 紙 又 は 領 収 証 書 を 貼 る

こ と 。

２ 指 定 登 録 機 関 に 申 請 す る 場 合 に は 、 所 定 の 手 続 に よ り 登 録 手 数 料 を 納 付 す る

こ と 。

３ 氏 名 に つ い て は 、 記 名 押 印 又 は 署 名 の い ず れ か に よ り 記 載 す る こ と 。

４ 用 紙 の 大 き さ は 、 日 本 工 業 規 格 Ａ ４ と す る こ と 。



様 式 第 三 （ 第 15条 関 係 ）

公 認 心 理 師 登 録 事 項 変 更 届 出 書

住 所

収 入 印 紙

（ 消 印 し な い こ 登 録 年 月 日

と 。）

登 録 番 号

(フ リ ガ ナ )

氏 名

年 月 日 生

公 認 心 理 師 法 第 28条 の 登 録 事 項 に 下 記 の と お り 変 更 が あ り ま し た の で 届 け 出 ま す 。

登 録 事 項 変 更 前 変 更 後 変 更 の 年 月 日 備 考

年 月 日

文 部 科 学 大 臣

厚 生 労 働 大 臣 殿

指 定 登 録 機 関 代 表 者

氏 名 印

備 考 １ 指 定 登 録 機 関 が 行 う 登 録 証 の 訂 正 を 受 け よ う と す る 場 合 に は 、 所 定 の 手 続 に よ

り 手 数 料 を 納 付 し 、 収 入 印 紙 は 貼 ら な い こ と 。

２ 氏 名 に つ い て は 、 記 名 押 印 又 は 署 名 の い ず れ か に よ り 記 載 す る こ と 。

３ 用 紙 の 大 き さ は 、 日 本 工 業 規 格 Ａ ４ と す る こ と 。



様 式 第 四 （ 第 16条 関 係 ）

公 認 心 理 師 登 録 証 再 交 付 申 請 書

住 所

収 入 印 紙

（ 消 印 し な い こ 登 録 年 月 日

と 。）

登 録 番 号

(フ リ ガ ナ )

氏 名

年 月 日 生

公 認 心 理 師 法 施 行 規 則 第 1 6条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 下 記 の 理 由 に よ り 再 交 付 を 申

請 し ま す 。

理 由

年 月 日

文 部 科 学 大 臣

厚 生 労 働 大 臣 殿

指 定 登 録 機 関 代 表 者

氏 名 印

備 考 １ 指 定 登 録 機 関 に 申 請 す る 場 合 に は 、 所 定 の 手 続 に よ り 手 数 料 を 納 付 し 、 収 入 印

紙 は 貼 ら な い こ と 。

２ 氏 名 に つ い て は 、 記 名 押 印 又 は 署 名 の い ず れ か に よ り 記 載 す る こ と 。

３ 用 紙 の 大 き さ は 、 日 本 工 業 規 格 Ａ ４ と す る こ と 。


